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グループ内再編（連結子会社間の吸収分割及び連結子会社間の吸収合併） 

に関するお知らせ 

2024 年５月 1日付で、グループ内再編（以下「本グループ内再編」という。）を実施いたしま

すので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．本グループ内再編の概要 

当社の完全子会社である株式会社コム・メディカル（以下、「コム・メディカル」という。）の

調剤薬局事業の一部を、同じく当社の完全子会社である株式会社ダイチク（以下、「ダイチク」

という。）に承継させる吸収分割（以下、「本吸収分割」という。）を行い、コム・メディカルを

消滅会社とし、当社の完全子会社である株式会社アインファーマシーズ（以下、「アインファー

マシーズ」という。）を存続会社とする吸収合併（以下、「本吸収合併①」という。）を行います。 

また、当社の完全子会社である有限会社ＡＢＣファーマシー（以下、「ＡＢＣファーマシー」

という。）を消滅会社とし、ダイチクを存続会社とする吸収合併（以下、「本吸収合併②」という。）

を行います。 

 

２．本グループ内再編の目的 

当社グループは、調剤薬局の全国チェーンを展開しており、積極的な新規出店のほか、Ｍ＆Ａ

を活用して事業拡大を図っております。 

今般のグループ内再編は、当社の中核子会社において吸収分割及び吸収合併の手法をもって統

合するものであり、薬局運営効率を高めるとともに重複管理業務を削減し、グループ全体として

の事業効率の向上を図るものであります。 

 

３．本吸収分割の要旨 

 (１) 本吸収分割の日程 

本吸収分割決議取締役会(当事会社) 2024 年 ２月８日 

本吸収分割契約締結 2024 年 ２月８日 

本吸収分割承認株主総会(当事会社) 2024 年 ２月８日 

効力発生日 2024 年 ５月１日（予定) 

 (２) 本吸収分割の方式  

コム・メディカルを分割会社とし、ダイチクを承継会社とする吸収分割です。 

 (３) 本吸収分割に係る割当ての内容 

当社の完全子会社間において行われるため、本吸収分割による株式の割り当て、その他対価

の交付は行いません。 



 

（４）本吸収分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

      該当事項はありません。 

（５）本吸収分割により増減する資本金 

本吸収分割による資本金の増減はありません。 

（６）承継会社が承継する権利義務 

承継会社であるダイチクは、効力発生日における分割会社であるコム・メディカルの調剤薬

局事業の一部に関する資産、債務、契約、その他権利義務を会社分割契約書に定める範囲に

おいて承継します。 

（７）債務履行の見込み 

本吸収分割において、承継会社であるダイチクが負担すべき債務については、本吸収分割の

効力発生以後も、履行の見込みがあるものと判断しております。 

（８）当事会社の概要 

(1) 商号 ダイチク（承継会社） コム・メディカル（分割会社） 

(2) 事業内容 調剤薬局の経営 調剤薬局の経営 

(3) 設立年月日 1993 年７月８日 2002 年 10 月１日 

(4) 本店所在地 新潟県新潟市中央区湖南 24 番地２ 新潟県新潟市中央区湖南 24 番地２ 

(5) 代表者 代表取締役社長 石黒 貴子 代表取締役社長 石黒 貴子 

(6) 資本金 10 百万円 ３百万円 

(7) 発行済株式数 440 株 72 株 

(8) 決算期 ３月 31 日 ３月 31 日 

(注) 上記の概要は、各社直前事業年度末日のものであります。 

（９）本吸収分割後の状況 

本吸収分割後、承継会社の名称、本店所在地、代表者の役職・氏名、資本金及び決算期に変

更はありません。 

 

４．本吸収合併①の要旨 

 (１) 本吸収合併①の日程 

本吸収合併①決議取締役会(当事会社) 2024 年 ２月８日 

本吸収合併①契約締結 2024 年 ２月８日 

効力発生日 2024 年 ５月１日(予定) 

(注) 本吸収合併①は、会社法第 796 条第３項の規定に基づく簡易合併であるため、 

アインファーマシーズ及びコム・メディカルにおいて株主総会による承認を得ずに行

います。 

(２) 本吸収合併①の方式  

コム・メディカルを消滅会社とし、アインファーマシーズを存続会社とする吸収合併です。 

 (３) 本吸収合併①に係る割当ての内容 

当社の完全子会社間において行われるため、本吸収合併による新株式の発行、資本金の増加

及び合併交付金の支払いはありません。 

（４）本吸収合併①に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

      該当事項はありません。 



 

（５）当事会社の概要 

(1) 商号 アインファーマシーズ（存続会社） コム・メディカル（消滅会社） 

(2) 事業内容 
調剤薬局及び 

コスメ＆ドラッグストアの経営 

調剤薬局の経営 

(3) 設立年月日 2015 年６月 24 日 2002 年 10 月１日 

(4) 本店所在地 札幌市白石区東札幌５条２丁目４番 30 号 新潟県新潟市中央区湖南 24 番地２ 

(5) 代表者 代表取締役社長 首藤 正一 代表取締役社長 石黒 貴子 

(6) 資本金 100 百万円 ３百万円 

(7) 発行済株式数 10,000 株 72 株 

(8) 純資産 32,253 百万円 645 百万円 

(9) 総資産 113,708 百万円 2,455 百万円 

(10)一株当たり純資産額 3,225,301.44 円 8,964,176.67 円 

(11)大株主及び持株比率 
株式会社アインホールディングス

（100.00%） 

株式会社アインホールディングス

（100.00%） 

(12)売上高 260,860 百万円 6,390 百万円 

(13)営業利益 7,453 百万円 613 百万円 

(14)経常利益 7,703 百万円 622 百万円 

(15)当期純利益 4,044 百万円 599 百万円 

(16)一株当たり当期純利益 404,472.11 円 8,320,189.10 円 

(17)決算期 ４月 30 日 ３月 31 日 

(注) 上記の概要は、各社直前事業年度末日のものであります。 

（６）本吸収合併①後の状況 

本吸収合併①後、存続会社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決

算期に変更はありません。 

 

５．本吸収合併②の要旨 

 (１) 本吸収合併②の日程 

本吸収合併②決議取締役会(当事会社) 2024 年 ２月８日 

本吸収合併②契約締結 2024 年 ２月８日 

効力発生日 2024 年 ５月１日(予定) 

(注) 本吸収合併②は、会社法第 796 条第３項の規定に基づく簡易合併であるため、 

ダイチク及びＡＢＣファーマシーにおいて株主総会による承認を得ずに行います。 

 (２) 本吸収合併②の方式  

ＡＢＣファーマシーを消滅会社とし、ダイチクを存続会社とする吸収合併です。 

 (３) 本吸収合併②に係る割当ての内容 

当社の完全子会社間において行われるため、本吸収合併による新株式の発行、資本金の増加

及び合併交付金の支払いはありません。 

（４）本吸収合併②に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

      該当事項はありません。 



 

（５）当事会社の概要 

(1) 商号 ダイチク（存続会社） ＡＢＣファーマシー（消滅会社） 

(2) 事業内容 調剤薬局の経営 調剤薬局の経営 

(3) 設立年月日 1993 年７月８日 2005 年２月 10 日 

(4) 本店所在地 新潟県新潟市中央区湖南 24 番地２ 新潟県新潟市中央区湖南 24 番地２ 

(5) 代表者 代表取締役社長 石黒 貴子 代表取締役社長 石黒 貴子 

(6) 資本金 10 百万円 ４百万円 

(7) 発行済株式数 440 株 70 株 

(8) 純資産 7,089 百万円 120 百万円 

(9) 総資産 10,086 百万円 161 百万円 

(10)一株当たり純資産額 16,112,964.31 円 1,726,381.59 円 

(11)大株主及び持株比率 
株式会社アインホールディングス

（100.00%） 

株式会社アインホールディングス

（100.00%） 

(12)売上高 10,995 百万円 244 百万円 

(13)営業利益 596 百万円 37 百万円 

(14)経常利益 624 百万円 38 百万円 

(15)当期純利益 266 百万円 38 百万円 

(16)一株当たり当期純利益 606,439.96 円 552,059.10 円 

(17)決算期 ３月 31 日 ３月 31 日 

(注) 上記の概要は、各社直前事業年度末日のものであります。 

（６）本吸収合併②後の状況 

本吸収合併②後、存続会社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決

算期に変更はありません。 

 

６．今後の見通し  

当社の完全子会社間での再編であり、業績に及ぼす影響は軽微であります。 

 

以上 


